ライフサイクル ト ジンルイシ ナマセ カツミ キョウジュ ツイトウゴウ by 武田 久義 et al.
キーワード：エリクソン，ライフサイクル，Virtue，人類史
一．はじめに
現代は混迷した時代である。近代の産業社会から情報化社会への移行によ
り、社会は大きく姿を変えつつある。そして情報化社会という、これまで人
類が経験したことがない未知の社会の出現によって、社会全体が方向感覚を
失っているように見える。それでも、情報化社会そのものがどのような社会
であるのかについては、これまでの精力的な研究によってある程度の姿を描
くことは可能である。しかしその中にあって人々はどのように在るべきか、
どのような生き方が社会全体にとっての幸福を増大させるのかについては、
未だ明確な姿が描かれていない。本稿は、このような問題意識のもとに生ま
れたものである。
筆者は、これまでは人類史を大略次のようにとらえてきた。すなわち、狩
猟・漁労・採取等の、ほとんど自然にそのまま依存した社会が人類の原初の
形態であった。その後、人類が自然に働きかけ自然を改変するようになって
から、人類は大きな変化を遂げるようになった。その後、人類の文化・技術
は緩急の差はあるものの、着実に進展してきた。そしてそのような人類の社
会の変化を概観すると、いくつかの顕著な変化の段階を見ることができる。
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西洋社会を念頭に置いた場合、人類史における大きな変革期として、第一に
食糧革命とそれによって形成された農業中心の社会があり、基本的には古代・
中世社会がこれに相当する。第二の変革期は、産業革命によってもたらされ
たもので、近代以降の産業社会がこれに相当する。そして第三の変革期は情
報革命による新しい社会の到来で、現在および将来がこれに当たるというも
のである。本稿における新たな提起は、以上のような見解を覆すものではな
い。しかし、これまでの考え方に一定の修正を加えるとともに新しい視点を
付加することを意図している。それは、後述するように、人類史における情
報化社会を人のライフサイクルにおける成人期と対比させることによって、
情報化社会の性格を鮮明にすることを意図しているものである。このような
新たな視点からのアプローチによって、混迷する情報化社会に対する新たな
将来展望を可能にする可能性があると考えるからである。
さて、万物は絶えざる変化のもとにある。万物の変化を宇宙の歴史－地球
の歴史－生命体の歴史－人類の歴史－個人の歴史として把握することが可能
であると、筆者は考えている。本稿は、この中では時間的・空間的に最も短
く小さい関係にある人類の歴史と個人の歴史に焦点を当てるものである。そ
して、人類史における変化と人のライフサイクルにおける変化との間に相似
性があるのではないかという仮定のもとに論を進めようとするものである。
すなわち、試論的に「人類史と個人史の相似性」を提起する。それは、人類
史におけるそれぞれの段階が、一人の人間のそれぞれの成長段階に対応する
という発想である。
この研究を通して筆者が最終的に目標としているところは、現代社会にお
ける諸現象を究明し、あるべき社会像を考えることである。すなわち「理想
的人間のライフサイクル」を一つの参考として、「理想的人類史」を措定する。
そして社会のあるべき姿、あるいは可能な姿と現実との乖離を明らかにする
ことによって、あるべき社会とそれに近づくための道筋を設定するというも
のである。そして本稿はその第一段階として、人のライフサイクルと人類史
のそれぞれの段階の類似性について説明しようとしている。そして本稿では、
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主として、人類史と人の一生についての相似性の枠組みを提示することを目
的としている。したがって、本稿の第三節「人のライフサイクルと人類史の
対応」において用いた用語に関して、本来は厳密な検討を経た後に本論を展
開すべきだったかもしれない。このような問題点を意識しつつも、とりあえ
ず本論を提示したことをお断りしなければならない。
ところで本稿では、次のような三つの前提を置いている。
その一つは、人類は当然ながら生命体全体を支配する生物学的法則に支配
されており、生命体は地球を支配する物理・化学法則に支配されているとい
うことである。１）それは、物理・化学的歴史と生物学的歴史（地球史）の自律
的展開を承認するものである。このことは、個体としての生命体が誕生以後
に自らを成長させ、やがては衰退し死滅するに至ること、そしてそれと同様
に人類もまた誕生から死に至るプロセスを辿るということである。それだけ
でなく、本稿では文化史的歴史（人類史）の自律的展開をも承認する。それ
は、文化の独自的発展と歴史が展開していくうちに、歴史の進行を司るもの
は主体の手を離れてシステムへと変化することを認めるものでもある。それ
は、いわば「人類史的法則」とも呼ぶべきものであろう。
二つ目の前提として、個人のライフサイクルにおける主要な環境は、それ
ぞれのライフサイクルの段階を上るにあたって親、家庭、友人、社会、自然
と拡大・変化するということである。これと同様に、人類史における主要な
環境も、自然環境第一の段階から順次社会環境を含む段階へと拡大・変化す
るということである。
そして三つ目の前提として、人がそれぞれのライフサイクルの各段階を上
っていくためには克服しなければならない課題があると同様に、人類史にお
いても各段階を上っていくためには、克服すべき課題を有しているというこ
とである。しかしながら、人の身体が年齢を経るに従って成長を遂げると同
様に人類史もまた固有の変化を遂げるので、たとえば人のライフサイクルに
おいては、それぞれの段階における固有の課題をたとえ達成しなくとも外見
的には成長しているように見えるように、人類史においても固有の課題を達
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成しなくても人類史はそれ独自の仕方で変化するということである。
本稿は、個人のライフサイクルと人類史についての見取り図の概要を提示
することを目的とし、また考察の対象をその範囲に止めている。したがって、
両者の関係の厳密な対比・検討は、別稿において行う予定であることをあら
かじめお断りしておきたい。
二．人のライフサイクル
人のライフサイクルについての提示を行ったエリクソンは、人の一生をど
のようにとらえていたのであろうか。筆者なりの考えを入れつつ、簡単にま
とめてみたい。２）
人は、それぞれの誕生から死に至るまで一貫性、同一性（アイデンティテ
ィ）を保持し続ける。そして人は、身体的、心理的、文化的、時代的な存在
であり、それらのもとで全体的かつ同時的に把握されるべきものである。人
はこれらの全体的な環境のもとで同一性を保ちつつ成長・発達するのである
が、その成長・発達を促す基本的な力として、Virtue（人格的活力）と呼ばれ
るものが存在する。すなわち、人はそれぞれの同一性を保持しつつ、発達の
各段階において基本的な力として作用する Virtueに促されて、次の段階に進
んでいくのである。これが漸成的発展（epigenesis, epigenetic development）
と呼ばれるものである。ここで重要なことは、Virtueはそれぞれの段階で異
なった様相を持って現れるということである。Virtueを筆者は、人間の「生
きる力」に深く関連した内在的な力ととらえている。この力は、人間に生涯
宿っており、人間を生かし続けるものである。そしてそれは、ライフサイク
ルのそれぞれの段階において最も重要とされる様相をもってあらわれるので
ある。したがって Virtueは、生涯変わることのない力である。それと同時に、
ライフサイクルの各段階においてあらわれる主要な様相の二側面を併せてと
らえるべきであろう。
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そして、より上位の段階に進むにあたって、人は危機と呼ばれるものを乗
り越えなければならない。この場合の危機とは、「岐路であり、決断の時であ
る」ような事態ないし状況である。３）そしてこの危機は、発達のための決定的
な契機として必要なものである。それは、それまでの心的体制を発達の時期
にあわせて再体制化し、統合する心の働きとして生涯にわたって繰り返され
ていくのである。４）そしてこの危機を着実に乗り越えることによって、人は一
歩上の段階に進むのである。なお危機の克服に失敗した場合、たとえば、停
滞あるいは早熟のようなかたちで、一種の病理現象があらわれる。そしてこ
のように同一性を保ちつつも大きく変化する現象は八つの段階を持っており、
それは人のライフサイクルとしてとらえることができる。
最初に Virtue について考えてみよう。
筆者は Virtueを、人を生かす根源的な力ととらえているのであるが、それ
はライフサイクルの各段階においてそれぞれ異なった様相をもって現れる。
それぞれの段階における Virtue の現れ方を、簡単に述べておこう。５）
（１）希望。求めるものが得られるという確固たる信念であり、また、個
人の持つ信仰の基盤である。希望は、生涯のどの階層においても必要な活力
で、パーソナリティの漸成にとって「土台」ともいえる。希望は、第一の最
も根源的で、しかも、最も長く続く人格的活力である。これは、最も安定し
ていると同時に、次々に達する発達の階層に応じて新しい特性を持つように
なる。
（２）意志。羞恥や疑惑の体験を持ちつつも、自己の自由な選択の努力を
する不断の決意である。意志力は、法と義務を受け入れる基礎であり、法の
精神を体得した両親の公正な態度によって育てられる。
（３）目的。価値ある目的を心に抱き、実際に追求する勇気である。これ
は、目指す方向を持つ強さであり、想像によって育てられ、罪の意識によっ
て制限を加えられる。
（４）能力。課題の完遂にあたって、道具や知能を自由に使用することで
ある。この能力が基礎となり、技術を用いて他者と協同する力が培われる。
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（５）忠誠心。避けられない価値体系の矛盾にもかかわらず、自ら自由に
選んだものに熱中し、おびただしいエネルギーを捧げる能力で、これこそア
イデンティティの基礎である。
（６）愛。自分の何かが失われるという恐怖なしに、自分の同一性と、他
者の同一性を融合する能力をささえるものである。愛は個人の親密性を深め
る。
（７）世話。対象にとって必要なように配慮したり、手をかけることであ
る。自分の子供やよその子供を育てること、他者への協力、生活物資の生産、
文化的な事物をつくることまで、その範囲に含まれる。
（８）英知。死に直面しながら、生そのものへの執着のない関心を持つこ
とである。身体的な衰弱や知的機能の衰えにもかかわらず、統合された経験
を維持し、他に伝える努力である。また、後世へ遺物を遺すため、来るべき
世代の要求に応え、しかも同時に遺すべきすべての知識が絶対のものではな
いことを自覚していることである。
人は、Virtueに基づいてそれぞれの段階を生き、次の段階に進むのである。
しかし、次の段階に進むにあたって、大きな課題を課せられている。それは、
一つの危機として現れる。そして、すでに述べたように、人はこの危機を乗
り越えることによって、一段上の段階に進むことができるのである。
ライフサイクルと危機は、次のように図示することができる。６）
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（図１） ライフサイクルと課題 ―危機および Virtue
それでは、ライフサイクルのそれぞれの段階の特徴について、簡単な説明
を行うこととしよう。７）なお、それぞれの時期の（ ）内は、課題－危機を
意味している。
（１）乳児期（０－１歳）（基本的信頼－不信）
乳児の行動は、口にのみ込むことに見られるように、口から取り入れるこ
とを基本としている。しかし、自分の肉体的・生理的欲求を自分の力で満足
させることはできない。その点に関しては、全く無力である。乳児は、他者
とくに母親の世話に全面的に依存する存在である。すなわち、外界に対して
は、受容的であることを大きな特徴としている。
この時期の課題は基本的信頼であり、それに対応する危機は、不信である。
ライフサイクルのこの時期において、乳児は、「希望」という Virtueに促さ
れて、様々なものを取り入れる。そして満足が得られる場合には基本的信頼
は増大し、外界と一体化する。しかし、このことができない場合、すなわち
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欲するものを得ることができなかった場合には、それは不信の感覚となる。
このように、とくに母子関係における基本的信頼感の獲得が希望のための基
盤である。８）
この時期に基本的信頼感が確立されると、次には自律という課題に挑戦す
ることになる。
（２）幼児前記（１－３歳）（自律性－羞恥・疑惑）
幼児前期には、全身の筋肉が発達し、身体のコントロールが可能になる。
たとえば、自分の足で立ち、歩くようになる。また、自発的に手放したり、
落としたり、投げたりするようになる。このように幼児前期には、人は自ら
の「意志」に促されてものごとを行うようになるのである。そしてそのこと
自体が目的であるかのように、同じ動作を繰り返し行うようになる。また、
発語はこの時期の最大の特徴の一つである。そして発語とほぼ同じ時期に、
「イヤ」というような自己主張が行われるようになる。この時期、子供は、「母
親を信頼すること、さらに、自分の世界を信頼することを学習したときに、
初めて自分で意志するようになるのである。そして、発達した筋肉組織を意
志の力で使うことを学ぶようになる」のである。９）
そしてこの時期の課題は自律である。自律とは、「自分で自分の行動を規制
すること、文脈に応じて正しく自己の立場からの判断に従って行動を統制す
るのが可能なこと」１０）である。「この時期の自律性は、環境に対する積極的な
身体的探索であり、自分自身の衝動や欲求や運動能力や技能に安定性を見出
すこと」である。１１）この時期になされる外部の命令は、基本的に幼児が自分の
足で立つように励ますものである。しかし、過度に行われ、それが強い場合
には無力感からくる強い自己防衛を生み、強迫的行動になる可能性もある。
さらにひどくなると、混乱状態になり、「人目にさらされる」「自分の弱さが
他人の前にむき出しになっている」「命令に従う能力がない」という感覚を生
む可能性がある。これが恥の感覚の原型である。１２）
この時期に自らの「意志」に基づいて自律的に行動することが身に付けば、
次の課題である自発性に向かって進むことになる。
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（３）幼児後期（３－６歳）（自発性－罪悪感）
「この時期の子どもは、幼児前期で獲得した自律性や意志にもとづいて、
積極的に、自分の設定した目的を達成することに向かってゆく」。１３）この時期
のVirtueでもある「目的」とは、「目的意識をもって、自分の目的行動を達成
してゆこうとする力であり、その目的達成のために自己の活動を方向づけ、
集中させてゆく力である」。１４）すなわち、「目的」とは、「めざす方向性を持つ
強さであり、心に描く空想や、自分で素晴らしいと思う目的や目標を達成可
能なものにしてゆく力である。できること、できないことといった自分の能
力の及ぶ範囲の中で実際に追求してゆく勇気でもある」。１５）
この時期に子どもは、積極的に動き回る。そして、真面目に遊びに取り組
む。この中で子どもは、集中的に取り組むこと、最後までやり遂げること、
そして共同することの喜びを感じるようになる。そして言葉が著しく発達し、
言語的に外界に係わっていくようになるのも、この時期の著しい特徴である。
そしてこの時期、子どもはしきりに比べることを行うようになる。また、た
とえば父、母、祖父、祖母等の一定の規則性や秩序を人間関係の中に見るよ
うになる。そのほか、文字・数字等の体系化された記号への興味を示すよう
になり、「将来の組織的な教育を受ける準備がなされる」。また、「他者の立場
に立って考え、自己を把握することが可能になる」。１６）
子どもが様々な面に積極的に係わることについては、すでに述べたところ
であるが、この時期の積極性は、「自己の外的世界に対する積極的な概念的探
索であり、概念化により、外的世界の秩序性、規則性を得て、安定したもの
として把えて自分の支配のもとにおこうとする試み」である。すなわち、「こ
の時期の発達課題である「積極性」とは、知的好奇心の発揮であり、環境に
対して独立して対応してゆくための内面的規則（概念・推進力・道徳・良心）
を発達させてゆく契機である」。１７）
この時期の課題は、自発性である。自発性は、自己確立のプロセスである。
すでに述べたように、この時期の幼児は積極的に動く。しかし、やり過ぎの
罪悪感もまた、あり得るのである。１８）
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さて、幼児後期の Virtueについてである。「意志」および「目的」、そして
次の段階である児童期の「能力」は、我々を生き生きとさせる内的な力であ
り、自我の強さと密接な関連を持つものである。これらの三つの Virtueは、
第一階層の「希望」から順次、「意志」→「目的」→「能力」へと発展してゆ
くのである。１９）
（４）児童期（６－１２歳）（勤勉性－劣等感）
子ども達はこの時期に、心理的には大人になるべき初歩的な歩みを開始す
る。「勤勉であれば報酬や賞賛を得られること、それ相応の所産も得られるこ
とを知る。それで、子どもたちは自分のもっている能力やエネルギーを生産
の場で発揮しようとがんばる。ある一定の技能や仕事に進んで身を入れよう
とする。その過程で勤勉の観念を発達させる。能力を築きあげて、意味のあ
る仕事を遂行しよう、という熱意をもった勤勉感が生じる」。２０）このように、
この時期に子ども達は、能力という Virtueに促されて勤勉に働き、多くの知
識・技術を取り入れようとする。勤勉性とは、他に働きかけ、他を統制し、
自己の世界につくりかえていく技術獲得のプロセスである。行動のレベルで
は、忍耐強く勤勉に働いて仕事を完成させる喜びをえることである。そして、
これまでの経験の質が問われることになるのである。すなわち、基本的信頼
感をもち、自律性を獲得し、自発的に行動することができれば、ものを学習
し、発見し、学ぶ世界から喜びを得ていく有能感を得ていくことが可能とな
る。２１）しかしこれに失敗した場合、劣等感となってあらわれる。
また、この時期に、関心が外界に向き、盛んに知識を取り入れるようにな
る。そしてまた、強い好奇心を持ち、客観的に自己を評価するようになる。
（５）青年期（１２－２０・２５歳）（アイデンティティ－アイデンティティ拡散）
この時期における最大の特徴の一つは、身体における顕著な変化である。
そして、この時期、人はエネルギーにあふれており、真の自分を探すことに
力を尽くす。青年は、「自分は何者か」「何をなすべきか」等々に悩む。これ
は、いわば「永遠の問」である。しかし、青年期にはそれが顕著なかたちで
あらわれる。そして青年は、様々な試行錯誤を繰り返しながら、自己確立の
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ための努力を行うのである。そしてそれは、様々な対人関係において行われ
るが、重要な対人関係として仲間の集団がある。そこで青年は語り合い、理
解しあいながら、一歩一歩自分なりの納得のいくやり方で、自己確立へ向け
て歩んでいくのである。これが、アイデンティティ形成の重要なプロセスと
なるのである。そしてその際に重要なことは、「自分の内面世界に耳を傾け、
その感覚を研ぎ澄ましていく作業の中に、どの程度「わたしたち」という相
互性の感覚・共同感覚や、現実のなまなましい生活感覚や、社会的関係をは
いりこませることができるかということである」。２２）
そしてこのアイデンティティの確立には、当然ながら乗り越えるべき課題
－危機が存在する。すなわち、自我同一性と同一性拡散という危機である。
自我同一性とは、「個々の自分を内的にささえ、統合する役目を果たす自分
（資質）を言い表す概念である」。２３）そして同一性拡散とは、同一性を未決の状
態におくことである。２４）青年が、この同一性拡散という危機を乗り越えたとき、
青年は「人格的活力としての忠誠（fidelity）を身につけるようになる。忠誠
とは、価値体系の矛盾があるにもかかわらず、自らが選んだものに忠誠をつ
くす能力である」。２５）
すでに述べたように、青年はエネルギーにあふれている。そして絶えず自
己への探求を求め続けている。このエネルギーを「社会の目標に向って動員
することができるならば、社会の側にとって、忠誠は社会秩序のイデオロギ
ーを支持する新しい活力となるのである。また、青年の側からいえば、個人
レベルの同一性と共同体同一性（連帯）とを結びつけるような力を開花させ
たことになるのである」。２６）
（６）成人前期（２０・２５－３０歳）（親密性－孤独）
この時期、人は青年期で習得したものを土壌にしつつ、そこから脱皮して
一個の人間として他者を包容しうるだけの豊かな人間性を持つことが要請さ
れる。２７）そして青年期に自我同一性を確立した人は、成人期に他者の営みの中
に自己を係わらせていながら共に与えられた問題解決に処していくことが可
能になる。この忠誠心を前提として、成人前期の親密性が獲得され、この時
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期の Virtue である「愛」が培われていく。自分の親密性と他者の同一性を融
合していく能力としての親密性が愛によって支えられ、育成される場合には、
そのようなかかわり合いが大きな犠牲や妥協を要求したとしても、必要な関
係保持のために努力する。自己の同一性が確立しているため、恐れることな
く他者に対してやさしさに満ちた親密な関係を形成することができるのであ
る。２８）すなわち、自我同一性を確立した者は、他者の立場に立って他者を理解
し、他者の活動と自己の活動を融合すること、そして共に連帯して社会を形
成することが求められ、またそれが可能となるのである。
このような人間関係は、「愛」において顕著にあらわれる。この時期には他
人を愛する愛、他者に与える愛、能動的な愛が形成される。そしてこの愛は、
他者に与えて減少するものではなく、かえって深く相手の心のひだに入って
いく深みと豊かさを備えたものとなっていく。そして特定の異性を生涯の伴
侶として生活を一緒にしていく基盤ができ、この基盤の上に、双方の相互調
整が働いて共同生活が維持されていくのである。２９）そしてこのことは、結婚と
新しい家庭の建設というかたちをとってあらわれる。一方、成人前期は、乳
児の最初の心理社会的危機としての「基本的信頼」対「不信」を引き受ける
環境となる。３０）
（７）成人中期（３０－６５歳）（生産性－停滞）
この時期、人は世代から世代へと生み出されていくすべてのものを生みだ
し、育て、創り出すという課題を担っている。それは、子どもをはじめ、事
物・技術・思想・芸術作品等、広範なものの生産を意味している。「成人中期
のおとなたちは、現時点における自己の生活の充実をはかると共に、長期的
な展望に立っての目標達成のために自己がかかわり、その影響および結果を
考える」のである。３１）そして、他者の欲求に応えることのできるのが、成人中
期の大きな特徴の一つである。それは、「世話」と呼ばれるかたちをとる。そ
れは、この時期の Virtue である「世話」、すなわち「この世に生を受けた者
が共に生きることのために心くばりをする」ことにつながる。３２）そして様々な
形態の世話を行う中で、成人そのものがさらに人格を形成されることになる
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のである。そしてこの時期の重要な特徴は、成人前期までに獲得したものを
維持する時期としてではなく、「潜在的諸能力が開花すべく努力する時期」と
とらえるべきものなのである。３３）
一方、この時期には、一つには肉体的衰えとそれに関連する精神的衰え、
そして自己の潜在的能力の開花を妨げる多くの制約等による無力感等も生じ
るというような停滞現象もまた、生じる。
（８）成人後期（６５－）（自我統合性－絶望）
この時期の課題は、自我の統合である。自我の統合とは、「秩序を求め、意
味を探す自我の動きを信頼する確信である」。高価な代償を払ってでも、世の
中の秩序や精神的意義を伝えようとする活動である。自分の人生を唯一の自
分に所属するあるべき人生だったとして受け入れる力である。３４）
そこでは、人はあるがままに存在する。そしてやがて、死に直面する。そ
して、そのことを静かに受け入れることができるだろう。それは、この時期
にあらわれる Virtueとしての「知恵」・「英知」である。しかし、それぞれの
段階での課題を果たすことなくこの時期を迎えた者は、「死の恐怖、人生への
絶望がおそってくる」。絶望の状態で人生の終期を迎えることになるのである。３５）
三．ライフサイクルと人類史の対応
本節では、人のライフサイクルと人類史の対応について、両者の間の類似
性を対比しつつ概略的な説明を行うこととする。なお本稿では、人類史につ
いて考えるにあたって、基本的には古代オリエント社会から西洋社会を対象
としていることを最初にお断りしておきたい。３６）
また本稿では、古代を三つの段階に分けて考えている。古代前期は、人類
がその生存のほとんどを自然の生のままに依存していた段階であった。その
後、紀元前１００００年頃から農業が行われるようになった。これ以後を、古代中
期としている。古代中期に文明が誕生し、人類の活動は様々な面において活
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発となるのであるが、その後人類の思考や行動に大きな変化をもたらすよう
なものがあらわれた。それは、紀元前１０００年頃の表音文字アルファベットの
発明である。３７）これ以降を、古代後期とする。本稿は、以上のように古代を三
つに時代区分して考察を進めることとする。なお、それ以降の区分は、中世、
近代、そして現代・将来としている。なお、本稿では人のライフサイクルと
人類史における各時期の相似性の説明に重点を置いており、Virtueや課題－
危機についての詳細な説明は別の機会に行うこととする。
!．古代前期（紀元前１００世紀以前）
この時期、人類は生活の主な手段をほとんど自然のままの状態で得ていた
と考えられる。生存のための最低の物質的要素である「衣食住」について見
た場合、「衣」は、動物の皮に手を加えただけのものであっただろう。この時
期の人間は、全体が体毛で覆われていたと考えられる。「食」は、そのほとん
どを狩猟や採集によって得られたものに依存していただろう。定住する直前
の遊牧の段階において、一部、土地に働きかけて生産物を得るようなきわめ
て未熟な農業の開始はあったかもしれない。しかし、基本的に人類はその食
糧のほとんどを自然の恵のままで享受していたと考えられる。そして「住」
についてであるが、これについても自然のままの洞窟、あるいは簡単な手を
加えた住まいであったと思われる。
以上のように、生存に必要とされる三要素に対する人間の関係は、基本的
に受動的である。自らの意志をもって自然に働きかけて生産を行うというよ
うな姿勢は、基本的に存在しない。より多くの産物を得るだけの知識は、蓄
積されただろう。すなわち、産物を得る季節や場所等の時間的、空間的な環
境と産出量との関係等は、学習して伝えられることはあったと思われる。こ
のような人類の生き方・行動は、基本的に人間の乳児期の行動に相当する。
この時期の人類の行動は、自らの意志をもって主体的に働くのではなく、与
えられるものをそのまま得る、盛んに取り入れるという乳児期の生き方と類
似しているのである。乳児は、自分の欲求に応じて母親が与える応答から、
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次に起こるであろう事柄を予期し期待することを学ぶ。これは、乳児の心の
中に、次に起こるであろうことへの予測性が形成されるからである。３８）これと
同じように、人類史においては人々は、季節のサイクルを知り、豊凶の予測
や災害の前兆等を学習したと思われる。また乳児は、満足が与えられている
時には、天国にいるかのような全面的満足に支配されるが、いったん、不満
があって満たされないとなると地獄に置かれたように声をかぎりに泣く。深
刻な不安や恐怖と全面的な満足の両極を行き来している。３９）これと同じように、
この時期の人々は自然に翻弄される状態であり、ひたすら自然が平穏である
ことを願っていたと思われる。
!．古代中期（紀元前１００世紀～紀元前１０世紀頃）
古代中期の最大の特質の一つは、農業の開始である。農業は、基本的に定
住を前提とする。それはまた、人間が自然に働きかけて産物を得ることにつ
ながる。自らの意志をもって自然への働きかけがなされる時、当然ながら、
人間らしい顕著な発展が見られるようになる。たとえば耕地の改良や道具の
開発等である。農業に関連した様々な作業において道具が用いられるように
なれば、効率性は増大する。そして、道具のさらなる改善が行われるように
なるのである。また、耕地の選定や土壌の改善等を含め、より生産性の高い
土地を得るための知識も蓄えられるようになる。たとえば古代オリエントに
おいて、チグリス・ユーフラテスの両大河の間の肥沃な三日月地帯に人々が
早くから住み着いて農業を営んだことが明らかにされている。筆者も、この
件については述べたところである。４０）この地域の農業は、灌漑農業であった。
したがって、治水事業を遂行するために、王権の誕生が要請されたのである。
以上のように、次に述べる文字の使用とともに、金属器の使用、国家の成立
という文明誕生の条件が整えられたのである。
また、農業生産物としての穀物は貯蔵されたが、貯蔵によって農耕社会は、
自然から一層の独立を果たしたのである。それだけではない。貯蔵を通じて
労力の節約がもたらされた結果、仕事の専門化が進み、耕作民は余剰生産物
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を、石工、陶工、織工等他の職業集団の生産物と交換することができるよう
になった。そして、仕事の専門化と分業化、および生産物と貯蔵の増加によ
って次第に貧富の差が生じてきたのである。４１）
以上のような農業の開始が意味するものは、幼児前期における行動と類似
している。まず、この時期に、人生初期の三大事件とも呼ばれる「離乳」、「直
立歩行」、「発語」現象が見られる。「離乳」は、農業の開始に相当すると見る
ことができる。すなわち、乳を与えられることは、自然の恵みをそのまま受
け取る行為に類似している。それゆえ、離乳は生のままの自然からの分離を
意味すると言えるだろう。そして「直立歩行」は、自然への働きかけに直結
する。すなわち、幼児は、同じ所を行ったり来たりの行動を、何度も何度も
繰り返す。このようにして、生活の自立が始まるのである。４２）すでに述べたよ
うに、幼児はこの時期に様々な行動を行うようになる。それは、全身の筋肉
が発達し、身体のコントロールが可能になるからである。この時期、幼児は
環境を支配する一定の力を与えられるのである。そして、自らの意志で自律
的に行動を行うこともしばしば見られる。自らの意志をもって自然や他者に
働きかける行動において、両者は顕著な類似性を示すのである。この他、幼
児前期には、物の所有者に興味を持つようになるという。「お父さんの○○」
「お母さんの△△」というような、所有形がまずでてきて、次には「お父さん
の」「お母さんの」という所有代名詞が出てくるという。４３）このような対応は、
人類史における農業の開始とともに「所有」が徐々にあらわれてくることと
も類似している。
人類史におけるこの時期のもう一つの大きな変化は、文字の使用である。
たとえば古代バビロニアにおいては、紀元前３５００年頃から文字が用いられて
いた。その後、古代オリエントの各地において楔形文字が使用されるように
なった。楔形文字が、主に経済や商業取引のために考案され使用されたよう
に、その広範な背景として社会の発展、遠隔地との交易等があった。この現
象は、「発語」に相当すると思われる。一般に幼児前期になると、人は言葉を
話すようになる。そしてコミュニケーションが盛んになる。このような現象
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は、人類史における文字の発明・使用ならびにその背景となった活発な経済
活動と類似していると考えられる。
この時期の Virtueは「意志」であるが、すでに述べたように、「意志力は、
法と義務を受け入れる基礎」である。そしてこの時代に、人類の最古の法典
と見られる「ウル・ナンム法典」（紀元前２２－２１世紀）、「リピト・イシュタル
法典」（紀元前２０世紀）、「ハンムラピ法典」（紀元前１８世紀）等が制定されて
いる。４４）
!．古代後期（紀元前１０世紀頃～紀元６世紀中頃）
後期青銅器時代が紀元前１２世紀頃に終わり、鉄器時代に入っていた。そし
て生産力は増大し、活発な生産、交易等の経済活動が展開していた。このよ
うな背景のもとで、諸民族、そして諸王国の盛衰を経ながら全体としては文
明を進展させてきた人類史において、紀元前１０００年頃に一つの飛躍が起こっ
た。シュメールの絵文字から表音文字のアルファベットがつくられたのであ
る。これによって、部族の呪術的、伝統的な世界から、画一的な視覚媒体の
世界への転換が進むことになったのである。それはまた、聴覚世界から視覚
世界への転換でもあった。４５）「部族的文化では、個人あるいは個々の市民とい
う存在は考えられない。彼らの空間や時間の観念は連続的なものでも、画一
的なものでもなく、相互に感応し合う、濃い密度をもったもの」４６）であった。
部族的文化では、聴覚的生活が経験を強く支配するから、視覚的価値は押さ
えられていた。しかし、表音文字であるアルファベットの出現によって、視
覚以外の感覚の役割は低下することとなったのである。４７）このように、「アル
ファベットはその文字の形と音が、語義的なことばの内容から独特な具合に
分離されたので、文化の変換と同質化をつくり出すもっとも徹底したテクノ
ロジーとなったのである」。４８）そしてあらわれた現象こそが、部族文化からの
個人の離脱であった。もっとも、このことがただちに進展したのではない。
表音文字のアルファベットの出現以降、そのような土壌が徐々に形成されつ
つあったということである。そしてそれは、部族を中心とした共同体の弱体
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化への第一歩であった。そしてその背景として、商業の発達を始めとする産
業の進展があったのである。
またこの時期、ギリシアの諸都市間にさかんに同盟が結ばれたが、その背
景には金属工業の技術、貨幣制度、大規模な貿易等の発達があった。４９）すなわ
ち、いずれも広汎なコミュニケーションを必要としていたのである。このよ
うな状況は、積極的に動き回る幼児後期に類似している。また、幼児後期に
は言語能力が発達し、文字そして数字等の体系化された記号への興味を示す
ようになる。幼児後期には、言葉が著しく発達する。行動を通して外界にか
かわることから、言語的に外界に働きかけてゆくことへの移行が顕著に示さ
れる。そして、言葉（象徴）を用いてその物を表すことができるようになる。５０）
このような現象は、古代後期の人類の活動と類似しているように思われる。
また幼児後期には、自己の外的世界に対する積極的な概念的探索を行う。
概念化により、外的世界の秩序性、規則性を得て、安定したものとしてとら
えて自分の支配のもとにおこうとする。５１）これは、「原始時代には宗教的な力
に基づくものとされていた様々な現象を、人間の理性によって、論理的に説
明しようとした」５２）古代ギリシア哲学の隆盛と類似しているように思われるの
である。
!．中世（６世紀中頃～１３世紀中頃）
本稿では、中世の開始をゲルマン民族によって西ローマ帝国が滅亡させら
れた６世紀の中頃から１３世紀中頃までとして論を進める。そしてルネサンス
から大航海の時代等は、次の近代において説明する。５３）
中世ヨーロッパを特徴付けるものの一つは、一見「停滞」的とも思われる
現象であろう。農業生産や人口においては、全体的にみて顕著な増加は見ら
れなかった。しかしその原因をつぶさに見た場合、そこには気候の大きな変
動と度重なる疫病の流行等が発生していたのである。このような恵まれない
状況の中で、中世社会は農業生産や人口の減少を何度も経験しながら、それ
らを回復させ、結果的には以前の水準を維持してきたのである。他方、中世
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社会を特徴付けるもう一つのものは、キリスト教の価値体系の圧倒的な大き
さであろう。中世の文化は、基本的にキリスト教をベースとしていたと言っ
ても過言ではないと思われる。「９世紀から１４世紀まで、ローマ教会は西欧世
界の揺るぎなき支柱として君臨し続け」た。５４）そしてそこには、ローマ教会を
頂点とする秩序の維持が最重要課題の一つとして存在していたのである。５５）
以上のような現象をもって、中世ヨーロッパ社会を「停滞」とか「暗黒」
と見る見解が支配的となったのではないかと思われる。たしかに、そのよう
な面があったことを筆者は否定しない。しかし、より詳細に眺めた場合、筆
者は中世のヨーロッパが「停滞」や「暗黒」というよりもむしろ次の近代へ
向けての準備、それへ向けての蓄積の時期であったと見ることが可能である
と考えている。そしてそれは、たとえば修道院における学問の発達や技術の
改良、そしてまた、職人の同業組合（ギルド）等における技術の蓄積と改良
等に見ることができるのである。
中世の時代を、筆者は人のライフサイクルの児童期と対比させて考えたい。
そして両者の類似点は、次のようなところに見ることができる。すなわち、
両者とも一見停滞的と見られるところがあることである。しかし実は、そこ
において次の時代へ向けての準備や蓄積がなされていることである。そもそ
も中世社会では、思想の中心に神とか来世が置かれていた。５６）まさに、蓄積の
時代である。そして中世は、激しいエネルギーを宿した時代と考えることが
できるのである。鑪幹八郎氏は、次のように記している。「石の壁に囲まれて
いて、危機の状況にあってもそこから抜け出ることができない時、私たちは
どうするだろうか。多分、慌てふためき、泣きわめくだろう。それでも壁が
動かないならどうするだろうか。じっと対峙するよりほかはないだろう。幼
児が親の力に出会う状況はこれと似ていると言えないだろうか。幼児は、親
の圧倒的な力や命令と対峙しながらこれを受け入れる。親の命令は強力であ
る。幼児の反抗も強烈である。幼児はこの反抗を土台にして、親の命令や権
力の力を主体化してとり入れることになる。言うなりになるのではない。主
体的に妥協しながら外の力を自分の内にとり入れる時、その統制する力が自
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分の力となっていく。（中略）この妥協の結果が外界と自分の心の内側との調
和でもある。このようにみると、調和とは静的世界ではなく、激しい動的な
葛藤の世界である。勢いよく回転しているコマが、一見静かに立っていると
見えるように、内的に激しいエネルギーを保持している状態である」。５７）人類
史については前述の通りであるが、人の児童期においても勤勉に働き、多く
の知識・技術を習得する行為がなされていることである。修道院における技
術の開発・蓄積等はよく知られているところであるが、その「修道院の生活
は、私有権を持たない共同生活、目上の者に対する服従、労働の義務などを
その特徴とする」のである。５８）また、児童期における知識欲の拡大・発展は、
中世後期における知識欲の外の世界への拡大・発展と類似しており、それら
は大航海やルネサンスの時代につながることとなるのである。
また、児童は親の態度や価値観・世界観を内面化するようになる、と言わ
れる。５９）これと似た現象は、人類史においてもキリスト教的価値観の人々の内
面化に見られるところである。
!．近代
１１世紀中頃から、ヨーロッパではそれぞれの地域において国という新たな
形態がとられるようになってきた。そして初めはスペインとポルトガルが、
そして後にはイギリスやオランダ等が、新たな外の世界へ展開するようにな
った。すなわち一般に大航海と呼ばれた外の世界への大規模な展開の時代が
始まったのである。この新たな地理上の発見は、「１４世紀から１８世紀にかけて
のヨーロッパの膨張運動の現れだった。この運動によって開かれた新たな航
路は、民族間の距離を縮め、諸文明の孤立を解消し、世界に大きな変革をも
たらした。」６０）それは、伝統的な社会構造を覆し、「世界経済」を生みだし、近
代産業が発展する素地をつくった。そして、資本主義を発達させた。６１）このよ
うな対外的拡大は、香辛料や砂糖がすでに不可欠となっていた食生活のため
ばかりではなかった。「生産量が増大し続ける織物工業の原料と流通市場の確
保、急速に発展する商業活動に不可欠な大量の貨幣の供給、さらに貨幣の鋳
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造およびその価値づけのために必要な貴金属の調達など、差し迫った問題が
あった」のである。６２）たとえばイギリスを例にとった場合、国内では１８世紀中
頃より産業における技術面での著しい発展が見られた。それは、とくに紡績
業において顕著に見られた。以上のように、ヨーロッパ全体を眺めた場合、
徐々に進展してきた商工業の諸活動は、１８～１９世紀には急速に発達してきた
のである。そしてその広範な背景として、人々の旺盛な経済的・文化的活動
が存在していたのである。これらの活動に伴う産業の著しい発達は、エネル
ギーの調達・使用および運輸等の他の経済活動を大きく刺激し、産業革命と
呼ばれる人類史上の大変革をもたらすこととなったのである。
以上のような社会的・経済的大変革は、人のライフサイクルにおける青年
期の身体上の大きな変化と類似している。そして近代のエネルギーに溢れた
経済活動は、青年のエネルギーを象徴しているように思われる。
一方、近代に至る過程において、ルネサンスと呼ばれる広範な文化活動が
見られた。１４世紀頃にイタリアを中心に栄えた南ヨーロッパのルネサンスは、
「神から人へ」という画期的なものであった。そしてその関心を現世へと向け
る作用をした。しかしそれは、現象的には未だ中世的性格を濃厚に宿してい
た。しかし、その後に展開した北ヨーロッパのルネサンスは、それがやがて
宗教改革に繋がるという点において、近代としての性格を有するものであっ
た。ところで、ルネサンスが人間の存在そのものを追求しようとする限りに
おいて、それは中世的価値観の克服という性格を有していた。そしてルネサ
ンス時代の哲学である人文主義は、人間を世界の中心にすえることで新時代
の幕を切って落としたのである。６３）そしてそれは、「自分は何ものか」「何をな
すべきか」という、人のライフサイクル上の青年期におけるアイデンティテ
ィの追求ときわめて類似していると思われる。また、近代初期に希求された
一つのキリスト教的価値観からの「解放」、そしてその後に展開された「自由」
の追求、個人主義は、ライフサイクルにおいて青年が探求してやまない「解
放と自由」、一人の人間として認められたいという欲求ときわめて類似してい
るように思われる。そしてその後の近代において共通認識の一つとなった「民
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主主義」は、青年期における仲間集団との語らい、そして相互理解と共通す
るものが多いと考えることができるだろう。
!．現代・将来
現代社会を特徴付ける最大のものは、おそらく「情報化」であろう。筆者
は、人間のつくったものはすべて人間の身体機能の外部化であると考えてい
る。そして、情報化社会における機器は、人間の中枢機能である脳機能の外
部化であると考えられる。すなわち、人間の思考をコンピュータという機器
を通して実現しようとするものである。
ところで、情報化社会における現象面での最大の特徴は、ボーダーレスと
インタラクティブであろう。現代社会におけるボーダーレス現象は、産業界
においてすでに現れている。たとえば、日本における金融事業における変化
を見れば、それは明白である。戦後、長い期間にわたって日本の金融事業の
特質の一つであった銀行・証券・保険等の各業界間を区別してきた堅固な壁
は、今やほとんど崩壊している。すなわち、それぞれの間に存在し続けてき
たボーダーが消失しようとしているのである。これは、国際化時代における
国境のボーダーの弱体化とも関連している。そしてこれと連動して生じた現
象が、金融機関を初めとする業界の内外を通じた合併・連携である。このよ
うな業態内外を通じたボーダーレス現象は、日本に限らずすべての先進国に
共通に見られる現象である。以上のような、同質あるいは異質の企業・事業
における合併や連携等は、人間のライフサイクルにおける結婚やそれに関連
する様々な交際に代表される多様な結合と類似しているように思われる。
一方、インタラクティブは一般に双方向通信と言われている。それはたと
えば、テレビ番組等における視聴者参加というかたちですでに実現している。
このように、形式的には相対立するもの同士が相互に意見を述べあってそれ
を調整あるいは融合して新たなものをつくりだすことは、企業等の合併や連
携においても見られる現象である。
以上のように、情報化社会が同質・異質のものの間における結合を一つの
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（表１）ライフサイクルと人類史の関係
ラ イ フ サ イ ク ル 人 類 史
乳 児 期 親（とくに母親）に依存
受動的生き方
古代前期 自然に依存
受動的生き方
幼児前期 離乳
自らの意志で行動する
直立歩行
発語
所有に対する関心
意志的行動
古代中期 農業の開始
自然に働きかける
自然への働きかけ
文字の使用
所有の発生
法典の制定
幼児後期 言語能力が発達
身体的に活発な行動
外的世界に対する概念的探索
古代後期 表音アルファベットの発明
技術、貨幣、貿易等の発達
ギリシア哲学の隆盛
児 童 期 停滞的現象
次代へ向けての蓄積
知識・技術の習得
親の態度や価値観の内面化
中 世 停滞的現象
次代へ向けての蓄積
技術の開発・蓄積
キリスト教的価値観の内面化
青 年 期 青年のエネルギー
アイデンティティの追求
解放と自由の追求
仲間との語らい、相互理解
近 代 近代のエネルギー
中世的価値観の克服
キリスト教的価値観からの解放
民主主義
成 人 期 異質のものの統合
結婚
愛
現代・将来 異質のものの統合
合併・連携
深い信頼関係
特徴とするならば、それは人の成人期における状況ときわめて類似している
と言えるだろう。企業・組織等は新たな成長・発展を目指して合併・連携を
行う。これは、人における結婚に相当する。前者において最も必要とされる
ことは、相互における深い信頼関係であろう。これは、成人期における「愛」
に相当する。そして、その後の新たな生命の誕生に代表される諸々の産出・
生産、それは情報化社会における様々な新たな生産と考えられるのである。
以上述べてきた人のライフサイクルと人類史の対比を表にまとめておこう。
ライフサイクルと人類史
－９９－
四．今後の課題―――むすびにかえて
「人間とは何か」、「人はいかに生きるべきか」。これはすべての人にとって、
永遠の課題であろう。人は誰でも自分を愛する。自分を大事にする。これが
極端になれば、「自己中心主義」となる。一方、我々は「己を愛するように隣
人を愛せ」という言葉を知っている。これは、永遠の言葉である。そして、
我々は誰でも他人を大切にすることの重要性を、頭では理解している。しか
しそれが現実の行動となること、そして日常的な生き方となることは、きわ
めてむずかしい。
すでに述べたように、現代は人間の成人期に相当する。そして成人期は、
思いやりをもって他者を世話するということが求められる時期である。現在
の社会を生きるすべての人々が、成人期にふさわしい社会を築くことを求め
られているのである。そのような課題に応えるためには我々は如何にあるべ
きか、今我々はこのことを真剣に考えることが必要であろう。どのような人
類史を形成していくか、それは現在および将来の人々の肩にかかっている。
そしてこの問題に取り組む場合に重要なことは、青年期の課題であるアイデ
ンティティが確立されそれを背景として忠誠心が保持されることと同じよう
に、近代社会においては課題とするものが追求され、それが克服されたかど
うかということである。そして同様のことは、すでに過去のものとなってい
ると同時に現在に引き続いている人類史上のそれぞれの段階においても問わ
れるべきであろう。
すでに述べたように、本稿は、混迷する現代にあって将来の指針となるべ
きものを模索する過程で生まれてきたものである。そして本稿では、考察の
範囲を人のライフサイクルと人類史の相似性について提起するに止めた。人
類史のそれぞれの段階における諸問題、すなわち人のライフサイクルにおけ
る課題に相当するものについての考察、そしてなによりも Virtueと人類史と
の関連についての考察は、今後の研究における課題である。そしてそれは、
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ある意味では喫緊の課題でもある。筆者はこの課題を、「個と共同」という、
筆者がこれまでもささやかながら取り組んできたテーマを軸として展開して
いく中で追究していきたいと考えている。また本稿では、人類史を基本的に
古代オリエントから西洋社会を対象としたが、本稿で提起した問題は、原則
的に日本をはじめ各国の歴史あるいは民族の歴史においても基本的に妥当す
るものと、考えている。このほか、前提とした事項についての検討も必要か
もしれない。
このように多くの問題点を意識しつつ、とりあえずここで筆を擱くことと
したい。なお、筆者はこの拙い問題提起に対して、できるだけ多くの方々の
ご批判を頂戴することを切に願っていることを、最後に記しておく。なお、
本稿の一部は、２００８年３月１１日に「共済理論委員会」で発表した草稿（『共済
と保険』２００８年７月号に掲載予定）と一部重複していることも、併せてお断
りしておきたい。
本稿を、今は亡き生瀬克己先生の御霊前に捧げる。
（本稿を執筆するにあたって、基本的に同じテーマで発表された前研究が
あるのではないかと思い、調査してみた。しかし、今の段階ではそのような
研究を見出すことができない状況である。もし御存知の方は、是非御教示を
お願いしたいと、切に願っている。）
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３２）山本礼子、前掲論文、１４２頁。
３３）山本礼子、同論文、１３８頁。
３４）鑪幹八郎、前掲書、１７１頁。
３５）山本礼子、「( 成人後期」（小口忠彦編著、前掲書所収）、１４９頁。
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３６）ギリシア神話によると、フェニキア王の娘であるエウロペ（Europe）は、牡牛に
姿を変えたゼウスによってクレタ島に連れ去られ、後にミノス王となる息子を生ん
だとされている。この神話は、「東から西へ、セム族の中東から当時はまだ「名前の
ない」大陸へと、植民者の集団ならびに西アジア文明の諸要素が移動したことを表
現している、と歴史家はみる」のである（フレデリック・ドルーシュ総合編集、木
村尚三郎監修、花上克己訳、『ヨーロッパの歴史』、１９９４年、東京書籍、９頁）。
３７）紀元前１４世紀にフェニキア人によって導入されたという説も有力である（フレデ
リック・ドルーシュ、前掲書、１２頁）。
３８）吉田博子、前掲「! 乳児期」、３８頁。
３９）吉田博子、同論文、３１頁。
４０）拙稿、『古代バビロニアの生活保障（１）』（『桃山学院大学経済経営論集』第３６巻第
２号、１９９４年１２月、所収）。
４１）フレデリック・ドルーシュ、前掲書、３５頁。
４２）日比暁美、前掲「" 幼児前期」、５１頁。
４３）日比暁美、同論文、５６頁。
４４）拙稿、「古代バビロニアの生活保障（２）」（『桃山学院大学経済経営論集』第３６巻第
３・４号、１９９５年３月、所収）。
４５）マーシャル・マクルーハン、後藤和彦訳、『人間拡張の原理』、１９６７年、竹内書店、
１０７頁。
４６）マーシャル・マクルーハン、前掲書、１０７－１０８頁。
４７）マーシャル・マクルーハン、同書、１０８－１０９頁。
４８）同、１１１頁。
４９）フレデリック・ドルーシュ、前掲書、５０頁。
５０）吉田博子、前掲「# 幼児後期」、６８頁。
５１）吉田博子、同論文、７２頁。
５２）フレデリック・ドルーシュ、前掲書、４６頁。
５３）中世ヨーロッパは、ローマ帝国、キリスト教、ゲルマン民族という三つの要素に
基づいて成立した（フレデリック・ドルーシュ、前掲書、１２７頁）。
５４）フレデリック・ドルーシュ、前掲書、２５頁。
５５）「西欧の諸民族は、政治的には分裂していたが、同じ信仰を持ち、ローマに本拠を
置く至高の精神的権威を認めるという点においては、統一されていた」（フレデリッ
ク・ドルーシュ、前掲書、１２０頁）。
５６）フレデリック・ドルーシュ、前掲書、１８５頁。
５７）鑪幹八郎、前掲書、１９５頁。
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５８）フレデリック・ドルーシュ、前掲書、１２０頁。
５９）池田裕恵、前掲「! 児童期」、９８頁。
６０）フレデリック・ドルーシュ、前掲書、１９６頁。
６１）フレデリック・ドルーシュ、同書、１９１頁。
６２）同、１９６頁。
６３）１５世紀から１８世紀にかけてヨーロッパは、文化的コスモポリタニズムを体現した
（フレデリック・ドルーシュ、前掲書、２８頁）。
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